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キラリと光るダイセル製品のお得情報が満載！ 

次頁へ続く↓↓ 

約40年ぶりに 

 ご存じの方は少ないのではないかと思いますが、最初のキラルカラムはシールを巻きつけたタイプでした。 

ところがカラムの寿命が長いために、「使用しているうちにシールに記載している文字が薄くなり最後には読めなくなる」と 

いうことがありましたので、当時流行？していた当社独自の“パウチ型”に変更しました。変更後、かれこれ40年近くなるの 

ですが、カラムオーブンも年々小さくなっていき、「パウチ型の固いタグは曲げにくいので入れにくい」というご意見もいただき

カラムラベルを 
リニューアルしました!!  

ました。 

 

 そこで、「カラムシールの材質」や「インク」等の検討を重

ね、今回リニューアルいたしました！紙のシールの様にみ

えますが、選挙の時の投票用紙につかわれる様な合成紙

で、いわゆる紙(パルプ製)ではありませんので、シールも印

字も耐久性に優れています。簡単には破れませんし、有機

溶媒がかかっても字は消えません。ただし、強くこすると字

が消えてしまう可能性があるので、溶剤がかかった場合

は、優しく拭いてくださいね。 

 

 カラムラベルにはいろいろな情報が入っていますが、特に

重要なのは「カラムロット番号(Lot No.)」です。 

 

 

 カラムの“性能確認”のために「出荷時の性能と比較したいが、カラムに同梱されていた“試験成績書”を無くしてしまったの

で初期性能が分からない・・・」といった場合には、「カラムロット番号」をご連絡いただければ“試験成績書”の再発行が可能

です。 

リニューアル後 

リニューアル前 

 また、ご購入されてから長い間使用されており、「カラム性能検査を行いた

いが面倒・・・」と思う場合は、有償ですがダイセルにて「カラム性能検査」を

行っておりますのでお気軽にご連絡ください。(送料などもございますので、

ある程度纏めてご依頼された方がお得です！) 

 

 ラベル以外でも、カラムの箱や付属資料等、ご要望があればお気軽にお

知らせください。早急には対応できない場合もあるかもしれませんが、 

検討させていただきます。 

リニューアル前に比べ、 

カラムオーブンにも入れやすくなりました！ 
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 皆さん、こんにちは。 

 今回も続編(完結編)としてCOVID-19（以降コロナと略す）下での日本

への帰国についてご紹介させて頂きたいと思います。 

 

 日本に到着してからの、“もうひとつの懸念”は日本の入国規制につ

いてでした。コロナ流行国からの帰国または渡航した者は、日本入国時

に検疫でコロナ検査を受けることが義務付けられており、 

 

・陰性だった場合→ 自宅または自分で確保したホテルで14日間の隔離 

・陽性の場合→ 即時入院または療養所に入ること 

 

が必要でした。妻と二人で帰国しており二人とも陰性だった場合は計画

通りですが、それ以外の場合はどうなることか・・・と心配していました。 

 

 成田空港に着いた飛行機は駐機場へ向かいました。多くの場合、駐

機場の空き待ちで30分待たされるなんてこともざらでしたが、減便の影

響で、すぐさま駐機場に着き、空港係員が飛行機の中に入ってきて乗

客を誘導し始めました。まず中国への乗り継ぎ客、次に他のアジア各国

への乗り継ぎ客が降ろされ、日本に入国する者が最後に係員に連れ添

われて降機しました。 

 

 係員に連れられるまま、通路を進んでいくと、受付けがあり、機内で渡

された用紙の記入事項のチェックを受けます。その後、奥へ誘導され唾

液を取るためのポリ試験管を受け取ります。その後、選挙の投票所の

ように個々が見えないように区切られたブースで唾液の採取をします。ブース内にはレモンと梅干の写真が貼ってあり、すっ

ぱいものをイメージしてくださいと書かれていたと思いますが「こんなもんで唾液が一杯出たら苦労しないよ・・・」と思ったの

は私だけでしょうか？ 

“要請書” 

大好評につき第3弾！ 日本到着編 

コロナ禍でのアメリカから帰国 

今月号は3頁目もあります！続く↓↓ 

Ａｎａｌｙｔｉｃａｌ Ｔｏｏｌｓ ＢＵ研究開発センター 

大西 崇文 さん 

 四苦八苦しながら所定量の唾液を採取し、受付に渡すと「次はあちらへ」とまるで 

健康診断のような感じの流れ作業で進んでいきました。たどり着いたのはやや広い

スペースに大量の椅子が設置された部屋で、かなりの人がそこにいました。その部

屋の入口で書類の最終チェックを受けます。 

 

 手続きは済み、あとは番号が呼ばれるまでひたすら待ちます。この時間が心配性

の私にはとても苦痛でした。妻が気を紛らわすようなことを話しかけてくれつつ、2時

間か2時間半くらい待ったところで番号が呼ばれて次の窓口へ行き、最後の書類

チェック時にもらった受付番号表みたいなものを返却して、さらに奥へいくと、廊下

に15人くらい並んで待たされていました。 

 

 再び待つこと30分、いよいよ私たちが先頭になりドキドキしていると「次の方」と呼

ばれました。仕切られたスペースへ行くと3、4人の係員がいて、番号チェックして 

どき 

どき
 

どき 

どき 
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結果のシールを手持ちの紙に貼ってもらいました。 

 

 まず、妻の紙に（-）と書かれたシールが貼られました。その時に妻は、

「なぜ受付番号が後の私の方から貼るの・・・？もしかして旦那は陽

性！？」と、かなりあせったそうです。私はというと「“少なくとも2人とも陽

性”の最悪の事態は避けられた・・・」とちょっと安心していました。 

 

 その後、私の紙にも（-）のシールが貼られて、コロナ検査陰性と書かれ

た別紙を受け取り、14日間の隔離と隔離期間中の健康連絡の説明を簡

単に受け、ご苦労様でしたと送り出されました。 

 

 その後はほっとしたのか饒舌になり、妻といろいろとこれからどうするか

話をしながら入国、荷物を受け取り、通関と問題なく進み、引越しに関す

る手配や食事購入をしてから成田近隣のホテルに徒歩で向かいました。 

 

 14日間の隔離期間中は公共交通機関の使用は禁止、コンビニ、スー

パーでの食料品購入はOKとのことでした。そこから14日間はホテルに缶

詰めで過ごしました。隔離期間中に成田から新潟までレンタカーで移動す

る必要があり、右左折する度にワイパーとウィンカーを間違えて晴天なの

にワイパーしゃかしゃかしたという笑い話くらいしか面白いことはありませ

んでした。 

 
 あっという間に14日間が過ぎ、日本に帰ってきたんだなぁと実感する間

もなく、新住居探し、車購入などに奔走しました。9/19～9/22が連休とい

うことで少しだけ気持ちを落ち着け、ゆったりと過ごすことができましが、

アメリカからの荷物は、いまだ太平洋上で、どんぶらこどんぶらこと運ば

れている最中で快適生活にはほど遠いですが、約1カ月の期間を経て新

しい生活を出発させることができました。 

 

 このような経験はしようと思ってもできるものでもなく、個人的には 

疲れたーというのが第一声になりますが、とても良い経験、思い出になり

ました。 

 

 コロナに限りませんが、変化にはかならず労力がつきまといますが、世

界中を巻き込んだ変化にはこれほどまでの多大な労力が必要になるとい

“陰性”の結果。ホッとしました・・・。 

うことを今回の様々な体験で痛感しました。 

 

 コロナの一刻も早い終息とコロナを発端にし

た変化で、よりよい生活、より良い社会（世界） 

になることを期待しています。 
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